
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年８月号 

青少年の非行・被害防止運動 

 

 

学校以外で多くの時間を過ごす夏休みは、自宅で終日インターネットを利用したり、夜遅くま

で出歩いたりと、青少年が犯罪やトラブルに巻き込まれる危険が高まりやすい時期でもあります。 

奈良県では、次世代を担う青少年を犯罪の当事者にさせないため、夏休みに入る７月を「強調月

間」、８月を県独自の「強化月間」とし、関係機関・団体・地域住民が一体となった取り組みを推

進しています。私たち一人ひとりに何ができるのか、この機会に考えてみましょう。 

ＳＴＯＰ！不適切なインターネット利用 

子どもを犯罪から守るために、保護者や周囲の大人ができること 

・夜遅くに子どもだけで外出しないことや、門限などの約束事を家庭で決めておく。 

・万引きや自転車を盗むことも被害者を傷つける犯罪であることをしっかり伝え、絶対に 

犯罪を行ったり、加担したりしてはならないことを約束させる。 

 

ＳＴＯＰ！「深夜のはいかい」 

８月は奈良県独自の強化月間！ 

・フィルタリングを上手に活用し、子どもがスマートフォン等を利用する際は、有害情報 

へのアクセスを制限する。 

・ペアレンタルコントロール機能の活用により、子どものスマートフォン等の使用状況の 

把握や、安全管理（利用時間の管理や課金制限など）を行う。 

・インターネットの利用については、目的や場所、時間帯など、子どもと一緒に話し合い、 

ルールづくりをしておく。 

 

インターネット利用に潜む危険 

夜遅くの外出に潜む危険 

暴力的な表現やアダルト画像といった、子どもに悪影響を及ぼす情報の存在 

 

ＳＮＳ等の誤った利用による個人情報の流出、性犯罪被害などのトラブル 

恐喝や暴行、性犯罪などの被害に遭う危険 

喫煙・飲酒などの不良行為を行うきっかけとなる誘惑 
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消費者ホットライン 

(局番なしの３桁)１８８ 

警察相談専用電話 

＃９１１０ 

香芝警察署 香芝市役所 

 

 「あやしいな？」と思ったらご相談ください ＳＴОＰ！特殊詐欺 

身近な家族・友人 

 

 

 

 

 香芝市内で不審電話が相次いでいます！ 

不審電話を受けたら、すぐに 

警察(71-0110)へ通報を！ 

ＳＴＯＰ！大麻や覚せい剤等の薬物乱用 

・日頃から、薬物乱用の危険性や誘われた場合の対処方法（｢きっぱり断る」、｢断りにくい 

場合はとにかくその場から離れる」など）について、家庭内で話し合っておく。 

・インターネット上で飛び交う大麻や覚せい剤等に関する誤った情報を子どもが入手してし 

まわないよう、スマートフォン等にはフィルタリングを設定し、危険な情報を遮断する。 

＜こんな電話がかかっています！＞ 

 市内で、不審電話に関する通報が多数寄せられています。特殊詐欺の犯人の手口は 

日々変化・多様化していますので、被害に遭わないよう、十分ご注意ください。 

・市役所職員を名乗って… 

 「保険の還付金があります。ＡＴＭで手続きをしてください。」 

・警察官を名乗って… 

 「犯人を捕まえたら、名簿にあなたの名前があった。」 

・百貨店・ショッピングセンターの店員を名乗って… 

 「あなたのクレジットカードが不正に利用されています。」 

 
＜「防犯電話」の設置をご検討ください！＞ 

香芝市高齢者防犯電話購入補助金事業実施中！ 

（→くわしくは右のＱＲコードから） 

 

還付金詐欺 

キャッシュカード型詐欺 

身近に潜む薬物乱用の危険 

少年にまで広がる薬物乱用、特に大麻乱用の拡大が深刻化 

インターネット上や友人・知人からの誤った情報による安易な薬物の乱用 

 


